松戸市音楽文化創出事業補助金交付要綱

（趣旨）
第１条　市長は、音楽を通じて活躍する人が街中にあふれる「音楽のまち　まつど」の創出を目指し、市民が音楽活動を披露する場や、市民が音楽に触れる機会の継続的な創出、さらには市内の公共空間で音楽イベント等を継続的に開催する人材を育成するため、音楽イベント等の開催費用に対し、予算の範囲内において、松戸市補助金等交付規則（昭和５５年松戸市規則第１７号。以下「規則」という。）及びこの要綱に基づき補助金を交付する。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
⑴　市民　　　　　市内に在住、在勤または在学するものをいう。
⑵　出演者　　　　補助対象事業において、歌唱、演奏、ダンスその他音楽を活用したパフォーマンスを行う個人または団体をいう。
⑶　補助基礎額　　第６条第１号及び第２号により算出した額をいう。
⑷　協賛　　　　　金銭や物品の提供、その他これに類する支援をいう。
⑸　事業促進要件　第４条第２項に規定する補助対象事業の効果を促進するための要件であり、要件を満たすことで補助金の額の加算を行う。
（補助対象者）
[bookmark: _Hlk230333438]第３条　補助対象者は、次の各号のいずれにも該当するものとする。
⑴　市内に活動拠点を有する団体（実行委員会を含む）または法人であること。
⑵　運営に関する規約、会則等を定めている団体または法人であること。
⑶　適切な会計処理が行われている団体または法人であること。
⑷　前各号に掲げるもののほか、市長が適当と認めるもの。
２　次の各号のいずれかに該当するものは補助対象外とする。
⑴　国及び地方公共団体から資本金その他これに準じる出資を受けているもの。
⑵　国及び地方公共団体から団体運営に係る経費の助成を受けているもの。
⑶　暴力団またはその構成員の統制下にあるもの。
⑷　政治活動または宗教活動を目的としているもの。
⑸　公序良俗に反するもの。
⑹　その他、市が不適当であると認めたもの。
（補助対象事業）
第４条　補助対象事業は、次に掲げる各号をすべて満たす音楽イベント事業とする。
[bookmark: _Hlk230332422]⑴　市長が定める期間に実施される事業であること。
⑵　出演者に市民が含まれていること。
⑶　市内の公共空間・公共施設・民間施設等を含めたオープンスペースを活用し、一部またはすべてのものが無料で観覧可能であること。
⑷　歌唱、楽器演奏、音楽を活用したダンスパフォーマンスのいずれかを行うこと。
⑸　２組以上の個人または団体が出演する音楽イベントであること。
⑹　出演者が、単一の団体、教室、学校その他これらに類する主体の関係者のみで構成されていないこと。
⑺　収支計画に、協賛金の獲得や自主財源の確保など、次回以降の継続開催や将来的な自走化に向けた計画を有すること。
⑻　同事業において、松戸市から他の補助金等の交付を受けていないこと。
⑼　同事業において、当該補助金の交付を過去３回以上受けていないこと。
２　前項に規定するもののほか、事業促進要件は次の各号に掲げるとおりとする。
[bookmark: _Hlk230339441]⑴　すべての観覧者が無料で鑑賞できること。
⑵　出演者の全部または一部を公募していること。
⑶　松戸市内の企業・団体・教育機関等から協賛を受けていること。
⑷　来場者が参加可能な楽器・音楽機材の体験イベントがあること。
（補助対象経費）
第５条　補助対象経費は、次に掲げる費用とする。
⑴　会場使用料（音響、照明等の機材賃借料、設営・撤去費）
⑵　外部出演者、外部講師への謝礼
⑶　広報費（チラシ・ポスター印刷費、広告掲載費、SNS広告費）
⑷　消耗品費（単価が10,000円未満のもの）
⑸　音響・映像・設営等の外部委託費
⑹　その他（事業実施に直接必要な通信費、保険料、市長が必要と認めるもの）
２　次に掲げる費用は、補助対象経費に含めないものとする。
⑴　団体の内部経費（団体構成員の人件費、飲食費、謝礼）
⑵　飲食関係（参加者・来場者への飲食費）
⑶　備品購入（単価10,000円以上の物品、事業終了後も使用可能な備品）
⑷　間接経費（事務所賃料、光熱水費、団体の通常活動経費）
⑸　個人的経費（交通費、宿泊費）
⑹　その他（領収書で確認できない経費、公序良俗に反するもの、市長が不適当と認めるもの）
（補助金の額）
第６条　補助金の額は、次の各号により算出した額とする。ただし、補助金の額に1,000円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。
⑴　第４条に規定する必須要件の各号のすべてを満たすものについては、補助基礎額を100,000円とする。
⑵　補助対象事業のうち、第４条第２項に規定する事業促進要件を満たすものについては、当該要件を満たす項目１件につき50,000円を、前号の額に加算する。
⑶　補助対象経費に３分の２を乗じて得た額と、上記第１号及び第２号で求めた補助基礎額を比較し、いずれか低いものを補助金の額の上限とする。
（交付の申請）
第７条　規則第３条の規定により補助金の交付を受けようとする者は、松戸市音楽文化創出事業補助金交付申請書（第１号様式）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。
⑴　事業計画書
⑵　収支予算書
⑶　その他市長が必要と認める書類
（決定の通知）
第８条　市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、補助金の交付の可否を決定し、松戸市音楽文化創出事業補助金交付決定（却下）通知書（第２号様式）により申請者へ通知するものとする。
（変更等）
第９条　第７条の規定による申請をした後において当該事業計画の内容を変更し、又は中止し、若しくは廃止しようとするときは、直ちに松戸市音楽文化創出事業変更・中止・廃止届（第３号様式）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。
（補助金交付の取消し等）
第１０条　市長は、補助金の交付決定を受けた団体又は補助金の交付を受けた団体が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決定を取り消し、又は補助金の全部若しくは一部を返還させることができる。
⑴　補助金を受けることが不適切と認められる事実があったとき。
⑵　補助金を受けるに当たって不正な行為があったとき。
（実績報告）
第１１条　規則第１１条の規定により実績報告をしようとする者は、事業完了後、市長が定める日までに、松戸市音楽文化創出事業補助金実績報告書（第４号様式）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。
⑴　事業報告書
⑵　収支決算書
⑶　その他市長が必要と認める書類
（額の確定）
第１２条　市長は、前条の規定による実績報告を受けたときは、その内容を審査し、補助事業の成果が補助金の交付決定の内容及びこれに付した条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、松戸市音楽文化創出事業補助金額確定通知書（第５号様式）により通知するものとする。
（交付の請求）
第１３条　規則第１４条の規定により補助金の交付を受けようとする者は、松戸市音楽文化創出事業補助金交付請求書（第６号様式）を市長に提出しなければならない。
２　規則第１５条第２項の規定により補助金交付の概算払又は前金払の請求をしようとするときは、前項の規定を準用する。
３　前項の規定により補助金の概算払を受けた者が、前条に規定する確定通知書を受理したときは、速やかにその確定額に基づき補助金の精算をしなければならない。
第１４条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
この要綱は、令和８年７月１５日から施行し、令和８年４月１日以降に実施された事業についても適用する。

